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補
助
金
終
了 

 
 

４
月
は
雪
・
ひ
ょ
う
・
大
雨
と
天
候
不
順
で
、
日
照
時
間
も
平
均
の
６
０
％
程
度
と

言
う
事
で
、
野
菜
が
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
温
が
上
が
ら
な
い
日
が
続
い

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
私
の
回
り
で
も
何
人
か
の
方
が
体
調
を
崩
さ
れ
て
会
社
を
休
ま

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
再
流
行
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
皆
様
、
お
体
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
先
月

「な
ん
だ
か
ん
だ
」
で
ご
案
内
し
ま
し
た
、
省
エ
ネ
補
助
金

「で
す
が
、

な
ん
と
先
週
４
月
２
２
日
で
８
０
０
億
の
予
算
に
到
達
し
て
し
ま
い
、
申
請
受
付
は
終

了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
受
付
期
間
が
１
２
月
ま
で
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
１
ヶ
月

余
り
で
予
算
終
了
。
当
社
の
お
客
様
で
も
対
象
商
品
の
性
能
証
明
書
が
間
に
合
わ
ず
に
、

申
請
で
き
な
か
っ
た
会
社
さ
ん
が
何
社
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
か
く
言
う
当
社
も
同

様
で
、
申
請
出
来
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

比
較
的
大
き
な
会
社
が
大
き
な
予
算
を
申
請
し
た
こ
と
。
性
能
証
明
書
の
発
行
が
、

当
初
３
週
間
程
度
と
い
う
話
で
し
た
が
、
製
品
に
よ
っ
て
何
週
間
も
か
か
り
間
に
合
わ

な
か
っ
た
。
と
言
う
の
が
早
期
予
算
終
了
の
理
由
の
よ
う
で
す
。
こ
の
補
助
金
は
人
気

が
あ
り
、
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
早
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
ス
ピ
ー
ド
は
大
切
で
す
。
反
省
致
し
ま
し
た
。 
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● 来期に向けて ●      営業部  河口 祐一郎 

私ごとですが、子供が産まれて1ヶ月半経ちました。子供が出

来てから、歩道を歩く赤ちゃん連れの親子を良く目にするよう

になりました。 

今までもその光景は何度も見ていたのではないかと思いま

すが、そこに関心を向けていなかった為、目に止まらなかった

のかもしれません。 

これは仕事にもあることで、お客様のところや展示会で見た

り聞いたりしたことに関心を持っていないと頭に残らずに、忘

れたりしてしまいます。 

実際に、お客様のところで話しているときに、どこかで、同

じようなものを見たような気がしても、どこで見聞きしたもの

であったか、思い出せないということがたびたびあります。 

しかし、それでは商機を逃し、他社に遅れを取ることになっ

てしまうので、そうならないように、そして、 

お客様に何か良いものが提案出来るように、 

普段からアンテナを広げて、意識、関心を高 

く持ち来期に向けて活動していきたいと思い 

ます。  

■ 断熱塗料 ＨＩＰ エアロ ■  
熱の伝導には、熱伝導・対流・放射の３つがありますが、HIP エアロはおよそ９

５％の空気と、５％の熱伝導率の低いシリカでできた超多孔質な微細構造を持

ち、その内、熱伝導と対流を大きく抑制し高い断熱性を発揮します。 

耐熱は２００℃ １mm 厚でグラスウール（１６Ｋ）相当の断熱性を有します。 

１００℃の熱源上での表面温度を測定すると、中塗膜厚 １mm で ８０℃（－２

０℃）、中塗膜厚 ２mm で ６６℃（－３４℃） 

２００℃の熱源上での表面温度は、 中塗膜厚 １mm で １６０℃（－４０℃） 

中塗膜厚 ２ｍｍで １２０℃（－８０℃）と言う試験結果が出ています。 

用途開発的な製品ですが、ご興味があれば当社の営業マンにお尋ね下さい。 

本レターのご提供に付きまして、ご不要・ご迷惑という方に付き

ましては、その旨ご一報頂きたいと思います。次回からの発送を

中止させて頂きます。 

なんだ・かんだ 

◆ 貧 困 ◆ 

ちょっと後ろ向きの表題ですが、先月の日経ビジネスで気になった記

事だったので取り上げさせて頂きます。 

厚生労働省の２０１４年にまとめた国民生活基礎調査によると、日本

の「相対的貧困率」は２０１２年時点で１６.１パーセントでした。（相

対的貧困率とは、所得を世帯人数に振り分けて、中央の値の所得を基準

に、その半分に満たない人の数の比率で、その国で一般的とされる水準

の生活が送れない層を測る指標の一つです。調査時点の日本の場合、税

金や社会保険料などを除いた可処分所得が１２２万円（約１０万円／月）

に満たない世帯の割合を示しています。）言い換えると、日本の人口が約

１億２,７００万人ですから、月に約１０万円で暮らす人が、日本には約

２,０００万人、およそ６人に１人もいると言うことになります。この相

対的貧困率は、１９８５年の１２.０パーセントからほぼ一貫して増加し

ていて、日本は経済協力開発機構（OECD）加盟国の中でも高水準にある

ということです。 

そして、生活困窮者に支給される生活保護の費用は膨張する一方で、

２００９年度に３兆円を突破した生活保護費の総額は、２０１４年度の

予算案で３兆８０００億円に達しています。生活保護については、「生活

保護以下の所得しか得られない労働者の労働意欲をそぐ」「働かない方

が、収入が多い」「金持ちの親が受給して良いのか」などと、モラルの問

題を指摘する批判も多くありますが、保護費支給の賛否は別として、財

政を圧迫しつつあることは事実です。 

こういった状況の中、今年は大企業を中心にベア大幅アップのニュー

スが流れましたが、この様な状況が長くつづいてくれればと思います。 

私が社会に出た１９８０年代初めは、大企業も中小企業も定昇ベア込

みで４％・５％アップで昇給していました。それが、バブルがはじける

とベアという言葉さえ聞かれなくなり、利益が多く出ても、ボーナスの

ような一時金を増やして利益の還元をしてきました。 

当社でもバブル以前は、４月の昇給時には、定期昇給とベースアップ

を毎年のように実施していましたが、バブルの崩壊後は、ベースアップ

を行う年は希で、定期昇給や各種手当の増額だけしか実施できない年が

多くありました。 

少しでも多く給与を上げたいとは思いますが、市場が収縮し売上がな

かなか増えず、更に過当競争が激化して、毎年利益率が下がっていくと

いう負のスパイルにはまり込んでいるという現状。そして、人件費アッ

プは、給与だけでなく、賞与・退職金そして社会保険料などその他の経

費にも波及します、何よりも上げたその年だけではなく、上げた分はそ

の後も継続して企業の負担となるので、なかなか大きく改善することが

出来ないのが現実です。 

しかし、かっこをつけるわけではありませんが、 

６人に一人が貧困者であるという現実を知ると、日 

本の国力のためにも、財政のためにも、我々企業は 

利益を上げ、人を雇い、適切な税金を納めていくこ 

とが、大きな責務であると改めて考えさせられまし 

た。 
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